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千葉県北部地域の下総層群の層序
Stratigraphy of the Shimosa Group in the northern part of Chiba Prefecture

中里裕臣 1＊・佐藤弘幸 2

Hiroomi Nakazato1＊ and Hiroyuki Sato2

Abstract: This paper represents stratigraphic columns of outcrops showing sedimentary facies and marker tephra layers of the 
Pleistocene Shimosa Group in the northern part of Chiba Prefecture. The geologic structure of the Shimosa Group reported by 
Nakazato and Sato (2001) was interpreted from these outcrop data. They also indicate that the stratigraphic framework of the 
Shimosa Group proposed by Tokuhashi and Endo (1984) can be applied to the whole area of Chiba Prefecture. The discovery 
of J1 and J4 tephra layers from the Inubo Group reveals detailed geologic structure of the Shimosa Group in the northeastern 
part of Chiba Prefecture.
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要旨

　千葉県北部に分布する下総層群の層序と構造につ

いて，中里・佐藤（2001）は各累層の基底面等高線

図を示した．本稿では，その図の基となった露頭柱

状図とテフラの層位を示し，千葉県北部全域に徳橋・

遠藤（1984）の層序区分が適用できることを示す．

千葉県北東部では藪層と地蔵堂層基底層準に陸成泥

層が分布せず，累層境界の追跡を困難にしていたが，

犬吠層群からの J1 及び J4 の検出により，地蔵堂層

基底，すなわち下総層群基底の分布を明らかにした．

１．はじめに

　千葉県北部地域には，中－上部更新統下総層群（徳

橋・遠藤，1984）が広く分布する．下総層群は姉崎

地域において下位から地蔵堂層，藪層，上泉層，清川

層，横田層，木下層，姉崎層及び常総粘土に区分さ

れ（徳橋・遠藤，1984），この標準層序は氷河性海水

準変動に規制された堆積シーケンスの認定と挟在す

るテフラの対比により，関東平野中央部の更新統の

層序区分にまで適用されている（中澤・中里，2005

など）．

　筆者らは，1983 年に下総層群の調査に着手し，露

頭における堆積相解析と検出されたテフラの岩石記載

的特徴を明らかにすることで累層境界とテフラを追跡

し，千葉県北部地域における下総層群の各累層の分

布を明らかにした（中里・佐藤，1988；Nakazato et 

al., 1989；中里，1993；佐藤，1993）．そして，中

里・佐藤（1998）は，従来，岩相的に上総層群笠森

層相当と考えられていた犬吠層群豊里層の Ty1 テフ

ラ（酒井，1990）を地蔵堂層の J4 テフラと対比し，

中里・佐藤（2001）において下総層群の各累層の年

代と基底面等高線図（第 1，2 図）を示した．その過

程で，東金－匝瑳地域については佐藤（1993）によ

りバックデータとなる柱状図が示されたが，手賀沼－

成田－香取－銚子にかけての利根川南岸地域について

は十分な柱状図が示されなかったため，本稿ではこの

地域を中心とする柱状図データを付図として公表す

る．あわせて，千葉県北部地域全域にわたり代表的な

露頭柱状図を３つのルート毎に示し（第 3 ～ 6 図），

下総層群の層序，構造を概観する．なお本稿では下総

層群最上部を構成する姉崎層，竜ケ崎層（中村・福田，

1953），常総粘土を合わせて常総層（Jo；小玉ほか，
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1981）として，また新期段丘堆積物は新期関東ロー

ム層（Lm）に含めて扱う．また，下総層群のテフラ

名は特に断らない限り徳橋・遠藤（1984）の名称を

用いる．

　露頭調査の多くは 1980 年代に実施され，各地点

では詳細な露頭観察に基づき 1/100 柱状図を作成し，

それらを簡略化したものを本稿に収録した．各露頭で

は，市町村発行の 1/2,500 地形図及び京葉測量株式

会社発行の 1/10,000 地形図から基準点標高を読み取

り，ハンドレベルにより累層境界標高を求めた．検出

されたテフラ試料は，採取時及び水洗時に堆積物との

分離に留意し，椀かけ及び超音波洗浄により粘土分を

除去し，鉱物組成の観察，温度変化型屈折率測定装置

（遠藤，1982；檀原，1991；古澤，1995）による火

山ガラス，斜方輝石，角閃石の屈折率測定を行った．

一部の試料については火山ガラスの EPMA 分析を行

い，主成分化学組成を求めた．

２．村田川流域ルート（第４図）

　下総台地を東西に流れ，東京湾に注ぐ村田川の流域

は，徳橋・遠藤（1984）が下総層群の標準層序を示

した姉崎図幅地域の北側に隣接し，西から東へと順

次下位の地層が指標テフラとともに確認できる．特

に中流域の瀬又の堰（Loc.830）では指標テフラ Yb0

～ Yb5 を挟む藪層が見られ，その下位には潮間帯を

示す白斑状生痕化石 Macaronichnus segregatis（菊地，

1972；奈良，1994）を含む地蔵堂層最上部が確認

できる．本地点における Yb3, 5（杉原ほか，1978 の

SY，GoP1）は，木更津地域の藪層と本地点を模式地

とする「瀬又層」（小島，1959 など）を対比する上

で重要であったが，本地点の藪層基底泥層からは Yb1

も報告され（佐藤，2000），藪層の分布はより明確に

なった．瀬又の堰の南方の市原市金剛地（Loc，351)

では J1 を含む地蔵堂層最下部とその下位の上総層群
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第 1 図　千葉県北部地域における下総層群各累層の基底面等高線図．（中里・佐藤，2001 の図 2 に加筆修正）
Fig.1       Contour map showing the basal surface of each formation of the Shimosa Group in the northern 

part of Chiba Prefecture (modified from Fig.2 of Nakazato and Sato, 2001).
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1981）として，また新期段丘堆積物は新期関東ロー

ム層（Lm）に含めて扱う．また，下総層群のテフラ

名は特に断らない限り徳橋・遠藤（1984）の名称を

用いる．

　露頭調査の多くは 1980 年代に実施され，各地点

では詳細な露頭観察に基づき 1/100 柱状図を作成し，

それらを簡略化したものを本稿に収録した．各露頭で

は，市町村発行の 1/2,500 地形図及び京葉測量株式

会社発行の 1/10,000 地形図から基準点標高を読み取

り，ハンドレベルにより累層境界標高を求めた．検出

されたテフラ試料は，採取時及び水洗時に堆積物との

分離に留意し，椀かけ及び超音波洗浄により粘土分を

除去し，鉱物組成の観察，温度変化型屈折率測定装置

（遠藤，1982；檀原，1991；古澤，1995）による火

山ガラス，斜方輝石，角閃石の屈折率測定を行った．

一部の試料については火山ガラスの EPMA 分析を行

い，主成分化学組成を求めた．

２．村田川流域ルート（第４図）

　下総台地を東西に流れ，東京湾に注ぐ村田川の流域

は，徳橋・遠藤（1984）が下総層群の標準層序を示

した姉崎図幅地域の北側に隣接し，西から東へと順

次下位の地層が指標テフラとともに確認できる．特

に中流域の瀬又の堰（Loc.830）では指標テフラ Yb0

～ Yb5 を挟む藪層が見られ，その下位には潮間帯を

示す白斑状生痕化石 Macaronichnus segregatis（菊地，

1972；奈良，1994）を含む地蔵堂層最上部が確認

できる．本地点における Yb3, 5（杉原ほか，1978 の

SY，GoP1）は，木更津地域の藪層と本地点を模式地

とする「瀬又層」（小島，1959 など）を対比する上

で重要であったが，本地点の藪層基底泥層からは Yb1

も報告され（佐藤，2000），藪層の分布はより明確に

なった．瀬又の堰の南方の市原市金剛地（Loc，351)

では J1 を含む地蔵堂層最下部とその下位の上総層群
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第 1 図　千葉県北部地域における下総層群各累層の基底面等高線図．（中里・佐藤，2001 の図 2 に加筆修正）
Fig.1       Contour map showing the basal surface of each formation of the Shimosa Group in the northern 
                part of Chiba Prefecture (modified from Fig.2 of Nakazato and Sato, 2001).
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金剛地層が分布する．瀬又の堰の西方 Loc. 841 では

藪層は沖積面下に没し，Km2 を挟む上泉層と Ky2, 3

を挟む清川層が順次現れ，これらの上位には下総上

位面を構成する木下層が累重する．さらに西方の東

京湾岸（Locs. 838, 837）では清川層最上部の Maca-

ronichnus segregatis を含む砂層を覆い，木下層に不整

合で切られる地層が認められ，中里（1993）はこれ

を木更津地域の横田層に対比した．

　Loc. 841 の南方 2 km の徳橋・遠藤（1984）によ

る Loc.120（市原市東国吉）では，上泉層中に Km1?

とされた厚いガラス質テフラがある．本テフラの火山

ガラスの主成分組成は，木更津市根岸の Km1-d（中里，

1999）とは異なり，茨城県笠間市大古山で大井・横

山（2011）が報告した広域テフラ Ata-Th（町田・新井，

2003）と類似することから，Ata-Th に対比された（中

里ほか，2013；第１表）．

３．下総台地東縁ルート（第 5図）

　村田川流域ルートの北東側で，東金から多古を経て

銚子に至る下総台地の東縁地域の下総層群の層序は佐

藤（1993）によって明らかにされた．本章では各累
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第 2 図　下総層群層序総括図．（七山ほか，2016 を一部改変．
　　 　　酸素同位体比曲線は Bassinot et al., 1994 による）
Fig.2       Stratigraphic and chronological summary of the 
               Shimosa Group (modified from Nanayama et al., 2016. 
               Oxygen isotope stack curve is based on Bassinot et al., 
               1994).

第 3 図　露頭及びボーリング地点位置図．
Fig. 3     Map showing locations of outcrops and a drill site.
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層毎に記述する．

3.1　地蔵堂層

　地蔵堂層の基底は，東金市から山武市松尾町にか

けて（Locs. 844, 847）は J1 を挟む陸成泥層として，

横芝光町（Loc. 849）では下位の金剛地層を侵食する

細礫混じり粗粒砂層として追跡され，走向は北東 – 南

西から東北東 – 西南西に変化する．Loc. 848 では J1

は金剛地層最上部の砂丘堆積物中に認められる（佐藤，

1995）．

　木下層基底の谷地形である多古チャネル（後述）

以東における地蔵堂層の分布は，岩相的に笠森層と

考えられてきた犬吠層群豊里層の Ty1 テフラ（Loc. 

872）が J4 に（中里・佐藤，1998；斉藤，2000），

倉橋層の Kh9a の下位 2.5 m のガラス質テフラが J1

（Loc.874）に対比（中里ほか，2003）されたことに

より時間層序的に明らかになった．中里・檀原（2005）

は Loc. 873 における Ty1 のジルコンのゼータ較正

フィッショントラック年代として 410 ± 50 ka を示

した．

3.2　藪層

　瀬又の堰（Loc. 830）から北東方向の藪層は，木下

層の分布により露出が途切れ，山武市木戸川以東で

再び露出する．山武市芝山（Loc. 851）から横芝光町

新屋敷（Loc. 852）にかけては Km2 を含む上泉層基

底の陸成泥層に整合に覆われ，地蔵堂層を陸成泥層

で整合に覆う藪層の全層準が確認できる．藪層基底の

腐植層を含む陸成泥層は栗山川及び多古橋川西岸沿い

に Loc. 853 から Loc. 857 にかけて標高を下げ，沖積

面下に没するが，多古チャネル以東には分布しない．

Loc. 853 の陸成泥層中の腐植層からは寒冷期を示す

植物化石が産出し，木戸台フロラ（Kokawa, 1966）

として知られている．Loc. 852 の 400 m 東の露頭で

は藪層基底の泥層中に，黒雲母に富み低屈折率の火

山ガラスと高屈折率の角閃石を特徴とする Yb1 の挟

在が確認された（中里・佐藤，2008）．Yb1 は前述

の瀬又の堰（Loc.830）で確認されるほか，成田付近

のボーリングコアからも報告されており（中里ほか，

2004；中澤ほか，2015），藪層基底を指示する重要

なテフラである（第 2 表）．この木戸川と栗山川で挟

まれた地域の藪層は，下総台地研究グループ（1996）

により横芝層として区分され，地蔵堂層に対比された．

　多古チャネル以東の藪層は，香取市周辺の藪層と同

様に砂鉄質中粒砂からなる上部層と生物擾乱の著し

い細粒砂層からなる下部層に分けられ，上部層には

Km1 が，下部層には Yb3 が認められる．藪層の上位

は木下層に不整合に覆われる．下位の地蔵堂層との境

界は，東庄町夏目の Loc. 870 と Loc. 871 の間に推定

される．

3.3　上泉層・清川層

　本ルートの上泉層と清川層は，多古チャネル以西で

藪層の上位に分布するが，木下層基底の不整合により

その分布は部分的である．上泉層基底には地蔵堂層ま

で侵食する西北西 – 東南東方向のチャネルが認められ

る（Loc. 850）．上泉層では Km1，Km2，Km4 が確

認され，清川層では Ky3 が認められる．

3.4　木下層・多古チャネル埋積層

　本地域の木下層も下位の累層を不整合に覆い，下総

上位面を構成している．旭市から香取市（Locs. 865, 

866, 868 など）にかけての不整合面上には層厚数 m

の砂泥互層が分布する．

　本地域の木下層を特徴付けるのは，成田国際空港の

南から多古町を通り匝瑳市にぬける多古チャネル（佐

藤，1993）と呼ばれる谷地形とそれを埋積する堆積

物（Locs. 858, 860, 861, 862）である．多古チャネ

ル埋積層は多くの貝化石を含むことから，古くから着

目されており，谷地形の有無や層序対比について多く

の意見が出されてきた．杉原（1979）は多古チャネ

ル埋積層中に初めてテフラを記載し，清川層と対比し

た．下総台地研究グループ（1996）は多古チャネル

埋積層を多古層と定義し，多古層が木下層に不整合で

覆われることとテフラの対比により上岩橋層（清川

層）に対比した．その後，関東火山灰グループ・東京

港地下地質研究会火山灰グループ（2000）は多古層

の T2, T3 テフラを清川層の Ky2, 3 と Ky4 に対比した．

これに対し，中里（2001）は斜方輝石や火山ガラス

の屈折率の違いから多古層テフラと清川層テフラの対

比は困難であることを示した．今のところ T2, T3（本

稿の Tk2，Tk3）と対比可能なテフラは，他地域で見

いだされていない．

　本稿では，佐藤（1993），中里・佐藤（2001）を

踏襲し，多古チャネル埋積層を木下層下部層とした．

しかし，多古チャネル中軸部で木下層上部層基底付

近から埋積層基底まで掘削したボーリング試料（第 3

図の NK-Tk1 地点）について花粉組成を検討した結果，

他地域の木下層下部層の花粉組成（中澤ほか，2006

など）と比較して，スギや常緑広葉樹種が低率で，ツガ，
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層毎に記述する．
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1995）．

　木下層基底の谷地形である多古チャネル（後述）

以東における地蔵堂層の分布は，岩相的に笠森層と
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トウヒが高率を占める点で大きく異なった（第 6 図；

中里・佐藤，2010）．埋積層の上位に向けて寒冷化の

傾向が認められ，木下層上部層との間には不整合が推

定されることから横田層との対比も考えられる．この

ように，多古チャネル埋積層の層準についてはさらな

る検討が必要である．

４．利根川南岸ルート（第 7図）

　ルート西端の印旛沼周辺では，寒流系貝化石群集で

特徴付けられる上岩橋層とこれを不整合で覆い下総上

位面を構成する木下層が分布する（下総台地研究グ

ループ，1984，1996；成田層古環境団体研究グループ，

1996 など）．上岩橋層下部の陸成泥層には Ky2, 3 に

対比されるテフラが挟在する（杉原，1979）ことか

ら，上岩橋層は清川層に対比される（中里，1993）．

この層準は南北走向で緩く西に傾き，広く追跡され

る．Ky3 は高屈折率の斜方輝石を特徴として大磯丘陵

の TB-8 に対比された（杉原ほか，1978；徳橋・遠藤，

1984）が，低屈折率の斜方輝石を多く含むとともに
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第 4 図　村田川流域の代表露頭柱状図． 露頭の位置は第 3 図参照．
J：地蔵堂層，Yb：藪層，Km：上泉層，Ky：清川層，Yk：横田層，Ko：木下層，Lm：新期関東ローム層及び新期段丘堆積物

Fig. 4     Stratigraphic columns of representative outcrops along the Murata River.    See Fig. 3 for locations of outcrops.
               J: Jizodo Formation, Yb: Yabu Formation, Km: Kamiizumi Formation, Ky: Kiyokawa Formation, Yk: Yokota Formation, 
               Ko: Kioroshi Formation, Lm: younger Kanto Loam and terrace deposits.

第 1 表　EDX による上泉層テフラの火山ガラスの主成分組成．（上段：wt%，下段：標準偏差，100% 換算値）
Table 1   Chemical composition of glass shards in tephra layers from the Kamiizumi Formation.
               (upper: wt%, lower: standard deviation, Analyses recalculated to 100% on a volatile-free basis. )

SiO2 TiO2 Al2O3 FeO MnO MgO CaO Na2O K2O Total/N
Km1? 78.25 0.14 12.40 0.96 0.09 0.15 1.25 3.59 3.18 100.00/19
東国吉 0.22 0.08 0.12 0.09 0.07 0.05 0.06 0.16 0.13 中里ほか中里ほか(2013)
Ata-Th 78.50 0.10 12.55 0.96 0.03 0.24 1.21 3.48 2.93 100.00/16
大古山 0.34 0.06 0.15 0.08 0.04 0.04 0.09 0.15 0.14 大井・横山大井・横山(2011)
Km1-d 77.96 0.17 12.36 0.73 0.07 0.10 0.76 3.53 4.32 100.00/20
根岸 0.26 0.05 0.17 0.11 0.05 0.05 0.07 0.09 0.07 中里中里(1999)
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角閃石も含み，それらの特徴から関東平野中央部まで

追跡されている（中澤ほか，2003）．この層準は印旛

沼周辺で沖積面上に現れ，東に標高を上げ，成田市荒

地（Loc. 885）や西和泉（付図 Loc. 41）では標高 15 

m 付近に達する．これらの地点では上泉層最上部の

Macaronichnus segregatis を含む砂層に重なる陸成泥層

中に斜方輝石の屈折率が 1.730 に及ぶ軽石層が挟在

し，Ky3 に対比される．西和泉における Ky3 は三谷

（2003）の神崎層最上部のテフラ K6 に相当するが，

三谷（2003）及び下総台地研究グループ（1996）は

神崎層を藪層に対比している．

　本地域の上泉層は下位の藪層を覆う陸成泥層，貝化

石及びその印象を含む細粒砂層，砂泥互層，最上部

に Macaronichnus segregatis を含む細粒～中粒砂層か

らなるが，1 露頭で全層準は確認できない，最下部の

陸成泥層は複数の軽石層，ガラス質火山灰層からなる

Km1 グループ（中里，1999）及び Km2 テフラを挟

在し，その上位の細粒砂層は Km3 ～ 5 を挟在する．

　本地域の藪層も下総台地東縁ルートと同様に砂泥互

層を境界として，砂鉄質中粒砂からなる上部層と生物

擾乱が発達した細粒砂層からなる下部層に分けられ

る．上部層の最上部はしばしば固結し，硬砂状を呈

する．Nakazato et al. (1989) はこれを砂丘相として，

MIS 8 の低海面期に出現したバリアー島システムの高

まりと考えた．また，上部層の最上部は層厚 1 ～ 3 

cm の淡桃色ガラス質細粒テフラを挟在する．本テフ

ラは，挟在される岩相は異なるが火山ガラス，角閃石

及び斜方輝石の岩石記載的性質により，西側の下総町

周辺では上泉層基底の陸成泥層中に挟まる Km1-d（中

里，1999）と対比される．藪層下部層は香取市東部
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第 5 図　下総台地東縁の代表露頭柱状図．
　　　　 露頭の位置は第 3 図参照．凡例は第 4 図参照．

Kn：金剛地層，J：地蔵堂層，Yb：藪層，Ybl：藪層下部層，Ybu：藪層上部層，Km：上泉層，Ky：清川層，Yk：横田層，
Ko：木下層，Jo：常総層，Lm：新期関東ローム層及び新期段丘堆積物．

Fig. 5       Stratigraphic columns of representative outcrops along the eastern margin of the Shimosa Upland.
See Fig. 3 for locations of outcrops and Fig. 4 for legend.
Kn: Kongochi Formation, J: Jizodo Formation, Yb: Yabu Formation, Ybl: lower part of Yabu Formation, 

                Ybu: upper part of Yabu Formation, Km: Kamiizumi Formation, Ky: Kiyokawa Formation, Yk: Yokota Formation, 
Ko: Kioroshi Formation, Jo: Joso Formation, Lm: younger Kanto Loam and terrace deposits.
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cm の淡桃色ガラス質細粒テフラを挟在する．本テフ
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第 5 図　下総台地東縁の代表露頭柱状図．
　　　　 露頭の位置は第 3 図参照．凡例は第 4 図参照．
                Kn：金剛地層，J：地蔵堂層，Yb：藪層，Ybl：藪層下部層，Ybu：藪層上部層，Km：上泉層，Ky：清川層，Yk：横田層，
                Ko：木下層，Jo：常総層，Lm：新期関東ローム層及び新期段丘堆積物．
Fig. 5       Stratigraphic columns of representative outcrops along the eastern margin of the Shimosa Upland.
                See Fig. 3 for locations of outcrops and Fig. 4 for legend.
                Kn: Kongochi Formation, J: Jizodo Formation, Yb: Yabu Formation, Ybl: lower part of Yabu Formation, 

Ybu: upper part of Yabu Formation, Km: Kamiizumi Formation, Ky: Kiyokawa Formation, Yk: Yokota Formation, 
                Ko: Kioroshi Formation, Jo: Joso Formation, Lm: younger Kanto Loam and terrace deposits.
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から南東の東庄町にかけてと，南の匝瑳市－旭市にか

けて広く分布するが，対比に有効なテフラは認められ

ていない．下限層準については明瞭な岩相境界は認

められないが，Loc. 892 では砂質泥層からなる地蔵

堂層を軽微な侵食面で覆う泥質砂層の基底を境界とし

た．従って，多古チャネル以東における藪層基底層準

は Locs. 870, 871 の間と Loc. 892 を結ぶ NE–SW の

ラインで示される．

　木下層は下位の全層準を不整合で覆い，下位層を削

り込んだチャネルを埋積する生物擾乱の著しい泥質層
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第 6 図　NK-Tk1 コアにおける多古チャネル埋積層の花粉分析結果．
　　　　ボーリングサイトは第３図参照．
Fig. 6     Pollen diagram of the Tako Channel-fill sediments in the NK-Tk1 core.
               See Fig. 3 for the location of the NK-Tk1.

第２表　Yb1 テフラの屈折率特性と EDX による火山ガラスの主成分組成．（上段：wt%，下段：標準偏差，100% 換算値）
Table 2   Characteristics of refractive indices and chemical composition of glass shards in the Yb1 tephra.
               (upper: wt%, lower: standard deviation, Analyses recalculated to 100% on a volatile-free basis.)

新屋敷　　glass　n=1.497–1.501(1.498)　ho　n2=1.689–1.701(1.694) ：括弧内はモード値
丹原　　　glass　n=1.496–1.499(1.497)　ho　n2=1.691–1.701
瀬又　　　glass　n=1.497–1.500(1.498)　ho　n2=1.691–1.702(1.694)
成田コア　glass　n=1.497–1.500(1.498)　ho　n2=1.685–1.703(1.693)

SiO2 TiO2 Al2O3 FeO MnO MgO CaO Na2O K2O Total/N
新屋敷 77.91 0.10 11.93 0.97 0.07 0.04 0.84 2.93 5.21 100.00/15
横芝光町 0.19 0.06 0.12 0.07 0.08 0.03 0.07 0.14 0.15 中里・佐藤中里・佐藤(2008)
丹原 77.82 0.05 12.43 0.82 0.02 0.18 0.79 3.07 4.84 100.00/20
木更津市 0.35 0.04 0.08 0.07 0.03 0.06 0.05 0.15 0.18 中里・佐藤中里・佐藤(2008)
瀬又 77.94 0.11 11.96 0.85 0.06 0.05 0.84 2.96 5.23 100.00/15
Loc.830 0.18 0.06 0.14 0.08 0.06 0.04 0.05 0.06 0.15 中里・佐藤中里・佐藤(2008)
成田コア 78.06 0.05 12.32 0.81 0.02 0.17 0.80 2.88 4.90 100.00/20
成田市豊住 0.20 0.06 0.09 0.10 0.03 0.06 0.05 0.12 0.15 中里ほか中里ほか(2004)
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からなる下部層と，下部層及び下位の累層に平坦な基

底面で累重する砂質層からなる上部層で構成される．

この平坦な基底面は印旛沼周辺で 18 m，銚子地域で

25 m 前後ときわめて緩い傾斜を示す．また，成田市

周辺（Locs. 884, 28, 29, 201 など）や小見川町周辺

（Locs. 891, 231, 232, 866, 868 など）では平坦な基

底面上に層厚数 m の砂泥互層が発達する．一方，印

西（Locs. 249, 250）から成田市役所（Loc. 884）に

かけては西北西－東南東方向の幅 2 km 程度の谷地形

を埋積して貝化石層が発達する．岡崎・増田（1992）

はこの貝化石層を木下層堆積時のバリアー島システム

の潮汐三角州とした．また，この谷の南側の印旛沼か

ら手賀沼にかけての地域（Locs. 252 ～ 259）では木

下層は泥質層からなり層厚が小さく，地形面標高も低

くなっている．この地域の木下層中には KlP テフラ群

の上部に対比可能な斜方輝石がバイモーダルな屈折率

を示すテフラが認められ，Loc,882 では On-Pm1 ま

で挟まれることから，この地域では木下層の離水が

遅れたが，常総層に相当する河川システムが発達しな

かったことが推定される．

５．まとめ

　中里・佐藤（2001）が示した下総層群の累層基底

面等高線図の基となった露頭柱状図を紹介し，徳橋・

遠藤（1984）が姉崎地域で示した層序区分が村田川

流域ルートを経由して下総台地東縁ルートと，利根川

南岸ルートに矛盾無く適用でき，下総層群の基底層準

は犬吠層群倉橋層中に追跡できることを示した．千葉

県北東部における下総層群層序に関する多くの見解

は，多古チャネルの存在とその東側で藪層と地蔵堂層

の累層基底の指標となる陸成泥層が分布しないことに

よって生じていると考えられる．多古チャネル埋積層

の層位については特に花粉組成の比較とテフラの対比

について今後の検討が必要である．

謝辞

　下総層群の露頭柱状図公表の機会をいただき論文作

成にご協力いただいた産総研地質調査総合センター地

質情報研究部門の中澤　努博士，柱状図をトレースい
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第 7 図　利根川南岸の代表露頭柱状図．
露頭の位置は第 3 図参照．凡例は第 4 図参照．
J：地蔵堂層，Ybl：藪層下部，Ybu：藪層上部，Km：上泉層，Ky：清川層，Ko：木下層，Jo：常総層，
Lm：新期関東ローム層及び新期段丘堆積物．

Fig. 7      Stratigraphic columns of representative outcrops along the southern bank of the Tone River.
               See Fig. 3 for locations of outcrops and Fig. 4 for legend.
               J: Jizodo Formation, Ybl: lower part of Yabu Formation, Ybu: upper part of Yabu Formation, Km: Kamiizumi Formation, 
               Ky: Kiyokawa Formation, Ko: Kioroshi Formation, Jo: Joso Formation, Lm: younger Kanto Loam and terrace deposits.
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からなる下部層と，下部層及び下位の累層に平坦な基
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25 m 前後ときわめて緩い傾斜を示す．また，成田市
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は犬吠層群倉橋層中に追跡できることを示した．千葉

県北東部における下総層群層序に関する多くの見解

は，多古チャネルの存在とその東側で藪層と地蔵堂層

の累層基底の指標となる陸成泥層が分布しないことに

よって生じていると考えられる．多古チャネル埋積層

の層位については特に花粉組成の比較とテフラの対比

について今後の検討が必要である．

謝辞

　下総層群の露頭柱状図公表の機会をいただき論文作

成にご協力いただいた産総研地質調査総合センター地

質情報研究部門の中澤　努博士，柱状図をトレースい

Ky

Ky3

Ky2,3

On-Pm1
Jo

Jo
Lm

Lm

Ky3

Km1

Km2 Km1

Km4

Km3
Km4

?

Km1

FP

SoP

SoP

Km

Ybu

Ko

Ko

Ybl

J

Lm

30

20

10

m
T.P.+

880
881 882

883

884

885

886

887

888 889
890

891

892

W

E

tephra

mud sand gravel
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Fig. 7      Stratigraphic columns of representative outcrops along the southern bank of the Tone River.
               See Fig. 3 for locations of outcrops and Fig. 4 for legend.
               J: Jizodo Formation, Ybl: lower part of Yabu Formation, Ybu: upper part of Yabu Formation, Km: Kamiizumi Formation, 
               Ky: Kiyokawa Formation, Ko: Kioroshi Formation, Jo: Joso Formation, Lm: younger Kanto Loam and terrace deposits.
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ただいた池田さおり氏，屈折率測定装置を使用させて

いただくとともに下総層群層序に関して議論にただい

た元産総研の遠藤秀典博士，千葉県立中央博物館の岡

崎浩子博士，Ty1 テフラのフィッショントラック年代

を測定いただいた株式会社京都フィッション・トラッ

クの檀原　徹博士，並びに露頭調査に際しご協力いた

だいた千葉県の皆様に深く感謝の意を表します．
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付図　        千葉県北部の下総層群露頭柱状図．  露頭の位置は第 3 図参照．
Kn：金剛地層，J：地蔵堂層，Yb：藪層，Ybl：藪層下部，Ybu：藪層上部，Km：上泉層，Ky：清川層，Yk：横田層，Ko：木下層，
Jo：常総層，Lm：新期関東ローム層及び新期段丘堆積物

Appendix    Stratigraphic columns of the Shimosa Group in the northern part of Chiba Prefecture.    See Fig. 3 for locations of outcrops.
Kn: Kongochi Formation, J: Jizodo Formation, Yb: Yabu Formation, Ybl: lower part of Yabu Formation, 
Ybu: upper part of Yabu Formation, Km: Kamiizumi Formation, Ky: Kiyokawa Formation, Yk: Yokota Formation, 
Ko: Kioroshi  Formation, Jo: Joso Formation, Lm: younger Kanto Loam and terrace deposits
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